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第３回郡山市上下水道事業経営審議会 議事概要 

日 時 令和６年 12 月 23 日（月） 午後１時 30分～午後３時 30分 

場 所 郡山市上下水道局５階 大会議室 

出席者 

【委員：11 名】 

中野和典会長、小林裕子副会長、粟野博行委員、太田善雄委員、渋谷正夫委員 

橋本優子委員、藤沼祥子委員、満田仁一委員、渡邉博之委員 

（オンライン） 

伊藤江梨委員、茂原伸幸委員 

※欠席者：秋田桜彩委員、大槻礼子委員、 

【事務局：18 名】 

野﨑上下水道事業管理者 外 

 

１ 開会 

事務局  第３回郡山市上下水道事業経営審議会を開会する。 

２ 会長あいさつ 

会 長 

今後の上下水道事業の方向性と来年度予定されている答申に向け、水道料金及び下水

道使用料算定の考え方の整理をし、忌憚のない意見をいただくとともに、会議の進行に

協力をお願いしたい。 

３ 審議 

事務局 

会場９名、リモート２名の合計 11名、欠席した委員は２名。 

郡山市上下水道事業経営審議会条例第５条第２項により、出席者が過半数であるた

め、本日の会議は成立していることを報告する。 

議事は会長が議長となり進めていただく。 

議 長  本日の傍聴希望者はいない。 

① 郡山市上下水道ビジョンの中間改定について（資料１） 

議 長 事務局から説明をお願いしたい。 

事務局 【資料１郡山市上下水道ビジョンの中間改定について】説明 

議 長 委員から意見等あればお願いしたい。 

委員一同  意見なし 

② 第６次実施計画・財政計画及び水道料金・下水道使用料について（資料２－１～２－３） 

事務局 【資料２－１第６次実施計画及び財政計画】説明 

事務局 【資料２－２第６次投資・財政計画の概要】説明 

事務局 【資料２－３水道料金・下水道等使用料について】説明 

４ 質疑応答 

議 長 委員から意見等あればお願いしたい。 

委 員 

Ｑ１ 水道事業の企業債について、今後毎年８億円を借り入れするのはどういう理由な

のか。計画どおり 10 年間８億円ずつを借り入れする必要性はあるのか。 

Ｑ２ 第６次実施計画事業一覧中の金額増減が大きな事業について理由を伺いたい。 
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事務局 

Ａ１ 起債の主な用途は堀口浄水場の耐震化工事で、令和 19 年度完了予定である。しか

し、その他浄水場の附帯施設の更新等も並行実施しているが、企業債残高が給水収

益に対して 150％程度で推移する予定で、全国平均より低い数値であり、無理な借

り入れではないと考えている。 

Ａ２ 水道事業については、堀口浄水場や熱海浄水場の耐震化工事等に伴い、事業費が

大きく増加している部分がある。下水道事業については、施設の更新事業である「公

共下水道雨水対策整備事業」で、年次の整備計画の前倒しを実施したほか（参考資

料３）、「公共下水道汚水処理施設整備事業」において、区画整理の進捗等を考慮し

た結果、整備年度が先延ばしになったためである。 

委 員 

Ａ１←Ｑ１ 堀口浄水場の更新については理解したが、今までの経験上、毎年の借入金

が８億円では不足するのではないか。借金が増え続ける前提の投資は危険で

あるため、借金が増え続ける前提でないことはしっかり確認してほしい。 

委 員 

Ｑ 年間収益を超え、借金が増え続けることに対して、私も懸念を抱いている。 

毎年８億円借りている一方で減価償却費が伸びておらず、償却負担が少ないのはな

ぜか。返済資金とのバランスはどうなっているのか。 

事務局 

Ａ 集中的に整備していた時代の施設が耐用年数を経過する時期を迎えており、その

分、減価償却が下がっているが、新規に投資している部分で微増している状況となっ

ている。 

委 員 
設備投資を未来に先送りする可能性があるならば、今からその部分を反映させた料金

設定としておくのか広く検討される時期に来ていると思う。 

議 長 

 資料２－１について、各担当課から今後 10 年間の実施計画及び財政計画について情

報提供されたことは、分かりやすく良かった。ただ、計画より前倒しになる事例につい

ては、併せて前倒しの詳細な記載があると良い。また、概成後には、下水道を廃止し、

浄化槽に転換したほうが良いのではという話もあるので、下水道整備と浄化槽の事業は

関連付けて説明してほしい。 

委 員 

企業債残高に関する補足として、水道事業は建設投資から減価償却費の回収まで時間

がかかる産業である。そのため、キャッシュフローの計算を綿密に行う必要があり、企

業債が建設投資なのか運転資金なのかを考えて企業債残高を決定しなければならない

と考えている。他の水道事業体では資金ショートによる急激な料金の上昇を避けるため

に、企業債で資金調達している事例も多く存在する。 

委 員 

企業債が設備投資のためであれば問題ないが、実際は運転資金で、将来的に急激な料

金引き上げにつながるような場合は、今から少しずつ料金を上げていく必要があるとい

う意見には同意できる。 

議 長 委員から意見等あればお願いしたい。 

委員一同  意見なし 

５ その他 

議 長 事務局から説明をお願いしたい。 

事務局 【次回の審議会日程について】説明 

議 長  委員から意見等あればお願いしたい。 

委員一同  意見なし。 

議 長 貴重な意見について感謝する。委員からの質問が無いのであれば終了する。 

６ 閉会 

事務局  以上をもって、第３回郡山市上下水道事業経営審議会を閉会する。 
 


